








研究目的 

未熟児におけるビタミン D所要量は成熟児より多く,相対的 D欠乏状態に陥入りやすい。と

くに長期間の施設内養護を必要とする極小未熟児ではクル病性変化を生ずる危険があり,

なかには病的骨折や慢性の呼吸障害を呈する例もみられているので,その予防が望まれる。

また最近では極小未熟児に対しても母乳栄養を行う機会が増しており,その際のビタミン

あるいはミネラルなどの添加が再び問題になっている。 

そこで今回は極小未熟児における血清アルカリフォスファターゼ(A1-p)値,血清 Ca および

P値の経時的変化およ橈骨,尺骨端のX線学的所見の変化を観察し,活性型ビタミンD(1α一

OH-D3)の予防および治療効果について検討した。 


